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第 1 章 ガイドラインについて 

１ 策定の趣旨                                   

災害時においては、その発生直後の食料や水の確保は生命維持に関わる重要な問題であり、

避難生活が長期化すると、食品の入手ルートや調理設備等の食環境の変化に伴い食欲や料理を

する気力の減退、摂取食品の偏り等による栄養状態の悪化が健康状態に大きく影響する 。 

また、被災住民の中には、乳幼児、高齢者、食物アレルギーを持つ人、疾病による食事制限

のある人など「食事の配慮が必要な人」もいることを認識して、栄養・食生活支援をしていく

ことが必要である 。 

本ガイドラインは、行政管理栄養士・栄養士だけではなく、栄養・食生活支援に関わる自治

体職員を主な対象とした内容に努めており、被災住民の食生活や栄養状態の悪化を防ぎ、より

早く平常時までに回復するための被災住民支援を関係する機関、職種と連携しながら、迅速か

つ効果的に展開するために策定した。 

また、本県管理栄養士の派遣支援活動の経験や、日本公衆衛生協会「大規模災害時の栄養・

食生活支援活動ガイドライン」（平成３１年３月）等を参考にして策定した。 

市町村・保健所において、このガイドラインを活用し、地域特性に応じたマニュアルの作成

や備蓄の推進等、災害時における栄養・食生活支援活動の体制整備が推進されることを期待し

ている。 

 

２ ガイドラインの位置づけ                             

災害対策基本法第４０条に基づく「愛知県地域防災計画（又は各市町村地域防災計画）」、同

計画に関連する各防災計画、「愛知県災害時保健師活動マニュアル」を効果的にすすめるため

の目安にするとともに、健康増進法第１８条に基づく特定給食施設の栄養管理について必要な

指導及び助言を行うために作成するものである。 
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３ 災害時栄養・食生活支援活動の必要性                       

災害発生直後はDMAT（災害派遣医療チーム）等に代表される医療救護活動が優先される。 

しかし、早い時期から栄養・食生活支援活動を進めることは、被災住民の心の安定はもと

より、栄養状態の悪化を最小限にとどめ、より早く回復させるなど避難生活の健康保持に重

要である。 

また、発生直後の被災地域では、一般被災住民への食料供給だけでも混乱するが、同時に

摂食・えん下困難者、疾病による食事制限がある者、食物アレルギーを持つ者、乳児、妊産

婦等の「食事の配慮が必要な人」への支援も求められる。 

行政管理栄養士・栄養士は、住民の生命を守ること、健康の保持増進のためにあらゆる能力・

機能を活かした活動を行うことが責務である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害対応の主体は被災市町村である。県（保健所・県庁）と支援団体は、被災市町村が提案す

る対応・復旧・復興計画が円滑に実施できるよう最大のサポートを行う。 

被災状況や優先順位、行政責任の大きさを的確に判断した行動が重要である。 

 

行政管理栄養士・栄養士 

としての役割 

■公衆衛生の知識とスキル 

■地域活動で培ったマネジメント能力 

■栄養の専門知識 

 

○他職種との協働 

医師、歯科医師、薬剤師、保健師等

との情報共有と協働支援 

○栄養士団体との連携 

日頃からの栄養士会組織、地域活動

管理栄養士・栄養士等の支援活動育

成と事前協定 

○ソーシャル・キャピタルの活用 

食生活改善のためのボランティア、

健康運動指導士、学校 PTA、自治組

織、NPO 団体等の特性を生かした支

援計画の助言と活動協力 

必要な食料・栄養の確保 

被災者の健康の保持・増進のため、

エネルギー摂取の過不足、たんぱく

質・ビタミン類の摂取不足の回避、

水分の確保、栄養補助食品の活用 

栄養アセスメント支援 

離乳、妊娠、アレルギー、えん下困

難、慢性疾患等、特別な配慮が必要な

人への個別栄養サポート指導 

円滑な炊出し運営 

提供食の栄養の質・量の確保、計画的

な運営、炊事担当者の労働軽減、食中

毒予防等の事故防止 

二次被害の予防 

避難所及び仮設住宅生活者の生活習慣

病の悪化、エコノミークラス症候群等

の予防のための積極的支援 

食の自立促進 

仮設住宅生活者（とくに独居高齢者）

の食料入手経路の確保と調理力の向上

支援 
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「災害時要配慮者」とは 

災害対策基本法では、防災上、「高齢者、障害者、乳幼児その他の特に配慮を要する

者」を「災害時要配慮者（以下、要配慮者）」と定義している。  

また、要配慮者のうち、「災害が発生し、又は災害が発生するおそれがある場合に自ら

避難することが困難な者であって、その円滑かつ迅速な避難の確保を図るために特に支援

を要するもの」を「避難行動要支援者」と定義している。  

「避難行動要支援者名簿」は市町村に作成を義務付けられ、要配慮者支援についての取

組を強化している。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村において把握する要配慮者関係の主な情報例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象者 情報 

高齢者 住民基本台帳 

要介護高齢者 要介護者認定台帳等 

障害者 手帳交付台帳等 

難病患者 難病福祉手当受給者名簿等 

乳幼児 住民基本台帳等 

妊産婦 母子健康手帳交付台帳等 

外国人 住民基本台帳 

「食事の配慮が必要な人」とは  

栄養確保の観点から、避難所等で他の人と同じものを食べることができない人のことを 

いう。  

対応例 
 

対象 食品の種類 内容 

食物アレルギー アレルゲン除去食品等 
アレルゲン除去粉乳、アレルゲン除

去おかず他 

高齢者 
えん下困難者用食品、

とろみ剤 
やわらか煮、ミキサー食、おかゆ 

腎臓病 低たんぱく質食品 低たんぱく米、低たんぱくおかず 

便秘 食物繊維強化食品など 
食物繊維、乳酸菌、オリゴ糖等を含

む食品 

①高齢者  
②身体障害者、知的障害者、精神障害者  
③常時特別な医療等を必要とする在宅療養者  
（例）人工透析を受けている者、難病等の者（医療機器等装着している者）  

低肺機能者（酸素吸入が必要な者）  
④外国人  
⑤乳幼児（０～５歳）  
⑥妊産婦（概ね妊娠後期）のうち昼間単身者（親との同居世帯等は除く）  
⑦共働き又は一人親家庭等の若年児童 

主な要配慮者 
①乳幼児（ミルク、離乳食等が必要な人） 
②高齢者等でえん下困難な人（かゆ食や形態調整食等が必要な人） 
③慢性疾患患者で食事制限が必要な人（糖尿病、腎臓病、食物アレルギー等） 
④病院等の被災給食施設で食事療法を必要としている人 
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４ 大規模災害時の栄養・食生活支援体制 

大規模災害時の栄養・食生活支援活動は、被災者等に最前線で支援を行うプレーヤーと、

関係者間の連絡調整やマネジメントの支援を行うコーディネーターの中で従事し、お互いの

連携した活動の実践が求められている。 

行政管理栄養士・栄養士は、自治体の地域保健従事職種の一員として派遣され、避難所や

被災市町村等で主に専門的な活動を行う派遣チーム（プレーヤー）と、災害時健康危機管理

支援チーム(DHEAT)の一員として活動する派遣チーム（コーディネーター）等の活動がある。 

また、行政以外においても、日本栄養士会で設置される管理栄養士・栄養士の専門職の支

援チーム(JDA-DAT)の活動や食生活改善のためのボランティア等の住民組織による活動が求め

に応じて実施されており、連携と分担による効果的な支援活動が必要である。 

さらに、医師や保健師等の他職種の支援チームや自衛隊や婦人会、ボランティア団体等の

炊き出し支援チーム、弁当業者等、様々な関係機関及び支援チームとの連携も重要となる。 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県災害対策本部 

市町村災害対策本部 

保健医療活動チーム 
(DMAT、JMAT、歯科医師、保健師、薬剤師、管理栄養士等) 

厚生労働省災害対策本部（現地対策本部） 

連

携 

圏域災害対策本部 

・マネジメント 

（情報収集、分析評価、

対策立案、連絡調整） 

・受援体制の整備 ・保健所への派遣調整 

給
食
施
設
支
援 

被災市町村（保健センター） 
（保健師又は管理栄養士・栄養士） 

DHEAT 

市町村 

管理栄養士・栄養士 

保健医療調整会議（保健所） 
県・政令市・中核市 

保健所管理栄養士 

JDA-DAT（栄養士会） 

保健医療調整本部（本庁） 
本庁管理栄養士 

DHEAT 

DHEAT 

都道府県派遣行政栄養士チーム 

（図）大規模災害時の栄養・食生活支援体制 
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５ 大規模災害時の栄養・食生活支援体制に基づく主な役割分担 

大規模災害発生時の被災地における栄養・食生活支援活動は、避難者の健康管理を支援す

る「対人保健」と、避難所等での食事の提供や食品衛生助言、給食施設等を支援調整する

「対物保健」、情報提供や食事の分析評価、対策立案、支援要請、連絡調整等を行う「マネ

ジメント」の３つである。 

 

避難者の健康管理に係る支援は、避難所等で第一線として避難者（地域住民）の支援にあ

たる市町村保健師又は管理栄養士・栄養士と、市町村又は避難所の支援として派遣される行

政管理栄養士・栄養士が個別及び集団的な支援を直接行う。 

なお、避難者の中でも、個別に支援が必要な避難者（摂食えん下が困難・疾病による食事

制限・食物アレルギーがある者、乳児、妊産婦等）に対する支援は、日本栄養士会のJDA-DAT 

に派遣要請をすることが効果的である（県が県栄養士会を通じて要請する）。 

また、管轄保健所の管理栄養士及びDHEAT として派遣された保健従事者（管理栄養士を含

む）は、これらの支援が円滑に進むよう後方支援を行う。 

 

避難所等で提供する食事（炊き出し、弁当、備蓄食品等）においては、摂取エネルギーや

栄養素の過不足による新たな健康問題の発生を防ぐため、適切なエネルギー及び栄養量を確

保し、提供のための支援を行う。発災直後の食料不足から段階的な支援が必要となるため、

災害対策本部や食料調達を担当する関係課と連携の上で進める必要がある。 

食事の配慮が必要な人には、持病や障害の悪化を防ぐため、日本栄養士会(JDA-DAT)の協力

のもと、特殊栄養食品※の配布や個別相談の実施を行う。 

また、避難所等での食中毒や感染症の発生予防においては、市町村及び保健所が食品衛生

に関する助言を食品監視員等と連携して行う。 

 

給食施設においては、保健所管理栄養士が栄養指導員として、平常時に特定給食施設指導

等を実施している。災害時においても被災状況を踏まえ、給食提供が困難な施設への支援調

整を行う。 

 

行政管理栄養士・栄養士は、備蓄・支援物資・提供食の状況把握や避難所の食に関する

ニーズ等の食事及び栄養に関する情報収集を行うとともに、課題解決に向けた対策立案や支

援要請、関係機関との連絡調整等のマネジメントを行う大きな役割があり、それぞれの立場

で連携して実施する必要がある。 
 

※特殊栄養食品 ： 管理栄養士が関わり提供されることが望ましい食品（アレルギー対応食品、 

母乳代替食品、高齢者用食品、病者用食品 等） 
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生

監
視

員
と

の
連

絡
調

整
 

 市
町

村
及

び
派

遣
行

政
管

理
栄

養
士

・
栄

養
士

の
支

援
 

保
健

所
の

支
援

 
 

 

給
食

施
設

支
援

調
整

 
 

 
給

食
提

供
困

難
施

設
へ

の

支
援

調
整

 

 
保

健
所

の
支

援
 

 
 

６ 
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被
災

市
町

村
 

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
 

保
健

所
 

管
理
栄
養
士

 

県
庁

 

管
理
栄
養
士
 

厚
生

労
働

省
 

J
D

A
-
D

A
T
 

栄
養
士
会

 
  

【
市

町
村

支
援

】
 

派
遣
行
政
管
理
栄
養
士
 

･
栄
養
士
 

【
保

健
所

支
援

】
 

派
遣
行
政
管
理
栄
養
士
・
 

栄
養
士
 

D
H

E
A

T
 

医
師

･保
健
師
･薬

剤
師

･ 
管
理
栄
養
士

･栄
養
士
･ 

事
務
職
等

 

【
県

庁
支

援
】
 

派
遣
行
政
管
理

栄
養
士

･栄
養
士

 

マ ネ ジ メ ン ト 

情
報

収
集

 
備

蓄
及

び
支

援
物

資
の

状
況

把
握

 
 提

供
食

の
状

況
把

握
 

 避
難

所
の

食
に

関
す

る
ﾆ
ｰ

ｽ
ﾞの

把
握

 

被
災

情
報

の
収

集
 

 量
販

店
、

ス
ー

パ
ー

等
の

食
料

提
供

状
況

の
把

握
 

 ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

復
旧

状
況

の
把

握
 

保
健

所
の

支
援

 
 

 

分
析

評
価

 
提

供
食

の
食

事
調

査
 

食
事

調
査

の
分

析
、

評
価

 
 

 

対
策

立
案

・
支

援
要

請
 

保
健

活
動

計
画

の
立

案
 

 通
常

業
務

の
再

開
計

画
の

立
案

 

優
先

対
策

の
決

定
 

 市
町

村
及

び
派

遣
管

理
栄

養
士

・
栄

養
士

の
支

援
 

保
健

所
の

支
援

 
 

 

関
係

機
関

と
の

連
絡

調
整

 
炊

き
出

し
実

施
団

体
と

の
連

絡
調

整
 

 弁
当

業
者

と
の

連
絡

調
整

 
 J
D

A
-
D

A
T

と
の

連
絡

調
整

 

災
害

対
策

本
部

と
の

連
絡

調
整

 
 組

織
・
職

種
横

断
的

な
調

整
（

支
援

ﾁ
ｰ
ﾑ）

 
 市

町
村

及
び

本
庁

と
の

連
絡

調
整

 

災
害

対
策

本
部

と
の

連
絡

調
整

 

保
健

所
と

の
連

絡
調

整
 

 J
D

A
-
D

A
T

と

の
連

絡
調

整
 

 厚
生

労
働

省
と

の
連

絡
調

整
 

都
道

府
県

と

の
連

絡
調

整
 

保
健

所
､市

町
村

と
の

連
絡

調
整

 
 県

庁
と

の
連

絡

調
整

 

受
援

体
制

の
整

備
 

受
援

内
容

の
計

画
、

要
望

 

 
支

援
要

望
の

と
り

ま
と

め
 

 管
理

栄
養

士
・
栄

養
士

の
派

遣
要

請
 

 J
D

A
-
D

A
T

と
の

派
遣

調
整

 

受
援

内
容

の
計

画
、

要
望

 

 
管

理
栄

養
士

・
 

栄
養

士
の

派
遣

要
請

、
調

整
 

 J
D

A
-
D

A
T

の

派
遣

要
請

 
 受

援
内

容
の

 

依
頼

 

管
理

栄
養

士
・

栄
養

士
の

派

遣
調

整
 

 

７ 
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６ 概要一覧表 
*下線：行政管理栄養士・栄養士が従事すべき活動(自治体からの派遣含む) 波線：管理栄養士・栄養士の活動で JDA-DAT(日本栄養士会)への依頼が有効な活動 

フェーズ 
０ 

（概ね発災後 24時間以内） 
１ 

（概ね発災後 72時間以内） 
２ 

（避難所対策が中心の時期） 
３ （避難所から概ね仮設住宅

入居までの期間） 
４ 

（復旧・復興期） 
発災前の備え 
（Plan・Action） 

 

あるべき姿 

(栄養・食生活) 

住民が被災時でも水と食

物が摂取できる(食料確

保) 

住民が必要なエネルギーを確

保できる 

住民が適切なエネルギー及

び栄養量の確保ができる 

温かい食事や多様な食事を

とり、被災者がホッとでき、被

災生活の疲れがとれる 

被災住民にあった食事を摂

取できる(要援護者に対応し

た) 

食の楽しみ、生活再建への

活力となる 

自己で個人にあっ

た食事を摂取でき

る(日常に戻る) 

食を楽しみ、生活

再建への活力とな

る 

 

 

想定される健康・栄養

課題 

ストレス関連障害 (高血

糖、高血圧) 

感染症・食中毒 

エコノミークラス症候群

(水分摂取不足) 

 

 

 

 

 

食欲不振 

エネルギー摂取量不足 

 

 

 

 

 

 

 

エネルギー摂取量過剰 

便秘、下痢、口内炎 

微量栄養素摂取量不足 

 

 

ｱﾙｺｰﾙ依存、生活不活発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栄養素摂取量不足、欠乏症 

慢性疾患の悪化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理意欲減退 

 

 

必要な支援活動計画

(Plan) 

 

□初動体制の確立 

□被災情報の収集及び

発信 

□提供食の把握 

□要配慮者の把握 

□給食施設の被災状況

把握 

 

□健康な食に関する普

及啓発・健康教育 

□提供食の支援 

□食中毒・感染症対策 

 

□関係機関との連携 

 

 

 

 

 

□生活の場に合わせた被災者

支援 

 

 

 

□食環境の整備 

 

□受援体制の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□通常業務の再開 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□支援活動のまと

めと検証 

支援体制の整備 

□管理栄養士・栄養士の適正

配置 

□栄養・食生活支援活動に 

係る共通理解 

□栄養・食生活支援活動の 

要請 

地域防災計画またはマニュア

ル等の整備、教育研修 

□地域防災計画へ栄養・食生

活支援に係る内容を記載 

□栄養・食生活支援に係るマ

ニュアル等の整備 

□ボランティア等の地区組織

との協力体制の整備 

□栄養・食生活支援に係る研

修の開催または受講 

 

ア 

セ 

ス 

メ 

ン 

ト 

）  
D 

o 

・ 

C 

h 

e 

c 

k 

（  

提供食の把握 □備蓄状況の把握 

□避難者への提供状況

の把握 

 

 

□流通備蓄の手配状況の把

握 

□不足食料の把握 

□炊き出し対応の把握 

□弁当の提供状況の把握 

□各避難所提供食の食事調

査 

 

 

 

 

 

 

 

□提供食のエネルギー及び 

栄養価の算定 

□提供食の栄養量評価 

  提供食の把握 

□被災者へ提供する食事内容

の把握 

□食事提供に係る担当部署の

把握 

□食事調査の方法の設定 

 

 

 

 

要配慮者の把握 

□栄養・食生活支援が必要な

要配慮者の対象者の選定 

□栄養・食生活支援が必要な

要配慮者数の推定 

□栄養・食生活支援が必要な

要配慮者の把握方法を決定 

要配慮者の把握

(摂食嚥下困難

者、疾病による

食事制限がある

者、食物ｱﾚﾙｷﾞｰ

を持つ者、乳児、

妊婦) 

□被災者の把握１（性別、

年齢構成、疾病状況、

アレルギー状況等、食

事提供に必要な情報の

把握) 

□提供食を食べられない被災

者の把握 

□要配慮者の食事調査 

 

 

□要配慮者の栄養量評価 

  

 

生 

活 

の 

場 

に 

合 

わ 

せ 

た 

被 

災 

者 

支 

援 

）  
D 

o 

（  

避難所 

 

 □エネルギー確保に必要な食

料の提供 

 

 

 

 

 

 

□食料及び提供食の衛生的な

保管 

□エネルギー及び栄養量の

確保に必要な食事提供 

□要配慮者の栄養量 

確保に有用な食料の提供 

□個別栄養相談の実施 

□要配慮者の栄養相談の引

継ぎ 

□自助によるエネルギー及

び栄養量の確保に必要な

情報提供 

□要配慮者自身によるエネ

ルギー及び栄養量の確保

に必要な情報提供 

 被災者支援 

□避難者への食事提供方法

の検討 

□食事提供担当部署との連携

体制の整備 

□避難者へ自助による食料調

達のための啓発資料の作成 

□個別栄養相談の実施方法

の設定 

□食品衛生担当部署との連携

及び役割分担 

□福祉避難所での食事提供 

支援の整備 

□仮設住宅での支援体制の 

整備 

福祉避難所 

 

軒先（自宅等） 

 

車中泊 

 

野外（テント等） 

 

みなし仮設 

 

   □食材入手、調理場の状況 

把握 

□自助によるエネルギー及 

び栄養量の確保に必要 

な情報提供 

□要配慮者自身によるエネ 

ルギー及び栄養量の確保 

に必要な情報提供 

□仮設住宅での健康教育の 

検討・企画 

 

仮設住宅 

 

給食施設等の支

援調整（保健所） 

□被災状況の把握（厨房

設備、ライフライン） 

□給食提供状況の把握 

□他施設等との連携状

況の把握 

 

 

 

 

 

□給食提供困難施設への支

援調整 

□要配慮者への食事支援の

依頼 

□通院者への栄養指導依頼 

  給食施設等の支援調整 

□給食施設の非常食の備 

蓄状況を把握 

□給食施設内に災害時対応マ

ニュアル等が整備されてい

るかを把握 

□他施設との連携体制の整備

状況を把握 
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６ 概要一覧表 
*下線：行政管理栄養士・栄養士が従事すべき活動(自治体からの派遣含む) 波線：管理栄養士・栄養士の活動で JDA-DAT(日本栄養士会)への依頼が有効な活動 

フェーズ 
０ 

（概ね発災後24時間以内） 
１ 

（概ね発災後72時間以内） 
２ 

（避難所対策が中心の時期） 
３ （避難所から概ね仮設住宅
入居までの期間） 

４ 
（復旧・復興期） 

発災前の備え 
（Plan・Action） 

 

健康な食に関する普及

啓発・健康教育(Do) 

□食料入手に関する情

報の発信 

□提供食の衛生管理に

関する啓発 

□食料入手に関する情報の発

信（要配慮者） 

□ボランティアへの炊き出し

ルールの啓発 

□提供食の不足栄養量等を

補うための協力依頼 

□要配慮者の病態にあった食

事のとり方の啓発 

□仮設住宅近辺の食料調達

に係る情報発信 

□健康教育・健康情報誌発

行等による啓発 

 健康な食に関する普及啓発・健

康教育 

□家庭での非常食備蓄や災害

時の調理工夫等の普及啓発 

 

提 

供 

食 

の 

支 

援 

）  
D 

o 

（  

備蓄（協定） □備蓄状況の把握 

□避難者への提供体制

の確保 

□適正なエネルギー及び栄養

量確保のための食料確保・

提供 

□要配慮者のエネルギー及び

栄養量確保に有用な食料確

保・提供 

   備蓄（協定）について 

□避難者に必要なエネルギー

及び栄養量の確保 

□要配慮者に必要な食料確保 

炊き出し □調理場所の確保 

□自衛隊又は団体等 

への炊き出し依頼 

□献立作成依頼又は献

立提供 

□食材の入手と搬送の

手配 

□炊き出しルールの提供 

□要配慮者（アレル

ギー）の情報提供 

□炊き出しボランティアの受付 

□提供食の食事調査・評価 

□要配慮者（アレルギー以

外）に対応した食事提供 

  炊き出しについて 

□炊き出し担当部署との連携

体制の整備 

□炊き出しに必要な場所や人

員、食材確 保の設定 

□炊き出しの献立又は献立作

成基準の作成 

□炊き出しルールの作成 

□アレルギー疾患者への対応

方法の設定 

□炊き出し担当としての管理

栄養士・栄養士の配置計画 

弁当等 □弁当等の手配 

□適正なエネルギー及

び栄養量の基準提供 

□要配慮者（アレル

ギー）の情報提供 

□提供食の食事調査・評価 □適正なエネルギー及び栄

養量の提供 

□要配慮者に対応した食事

提供 

□適温に配慮した食事提供 

□バラエティにとんだ食事提

供  

  弁当等の提供について 

□食事調達担当部署との連携

体制の整備 

□弁当業者等との事前協議 

□弁当の給与栄養量（参照値）

の設定 

□弁当の献立作成基準の作成 

□温かいものは温かく、冷たい

ものは冷たく提供する方法

の設定 

□要配慮者に対応した弁当の

提供 

□弁当提供担当としての管理

栄養士・栄養士の配置計画 

食中毒、感染症予防対策 

(Do) 

□トイレ、手洗い設備、消

毒液等衛生物品の現

状把握 

□手洗い・消毒・マスク着

用の普及啓発 

□有症者の把握と対応 

□必要な物品の確保 

 

 

 

 

 

□避難所の食事の衛生管理

状況の把握と指導 

 

 

 

 

 

 

□炊き出しの衛生管理状況

の把握と指導 

 

 

 

 

 

 

□仮設住宅でのイベントにお

ける衛生指導 

 食中毒・感染症予防 

□ 食中毒・感染症予防に係る

対応の役割分担（保健師、

食品衛生監視員、管理栄養

士・栄養士等） 

□ 各種様式の作成 

□ 啓発ちらし等の作成 

 

 物資（食料） 

 

 □支援物資の受入れ状況の

把握 

□避難所等へ支援物資提供 

□避難者のエネルギー確保に

必要な食料の受入れ 

□要援護者用食品の確保・調

整（特殊栄養食品ステーショ

ン設置） 

 

 

 

□避難者の栄養量確保に必

要な食料の受入れ 

□避難所等へ要配慮者用食

品の提供 

□支援物資の供給停止 

□要配慮者用食品の供給停   

 止 

 受援体制の整備 

□物資受入れの担当課との連

携体制の整備 

□支援物資の仕分け担当とし

て管理栄養士・栄養士の配

置計画 

□特殊栄養食品ステーション 

の設置計画（協定） 

 

受 

援 

体 

制 

の 

整 

備 

）  
D 

o 

（  
通

常

業

務

の

再

開

）  
D 

o 

（  

人材 

(被災市町村・

保健所） 

 

 □炊き出しボランティアの受付 

□保健所への支援依頼（市町

村） 

□管理栄養士、栄養士の派遣

依頼 

□受援内容の決定 

□連絡会議の開催 

□派遣受入に関する本庁との

連絡調整 

□受援の終了計画、引継ぎ 

□派遣終了に向けての業務 

体制整備 

 受援体制の整備 

□管理栄養士・栄養士の派遣

依頼方法の設定（栄養士会

含む） 

□受援者への受援内容の  

計画作成 

□支援者間の連携体制の整備 

□災害時の栄養・食生活支援

に関する研修の実施と連携 

人材 

（被災地本庁） 

 

 □都道府県内の応援保健所（管

理栄養士・栄養士）の調整 

□管理栄養士・栄養士派遣に関

する国への要請、関係機関・

団体の調整 

□派遣自治体との連絡調整 

□派遣受入に関する国との

連絡調整 

□派遣自治体との連絡調整 

□災害救助法の適用調整 

□派遣終了の調整  

人材 

（派遣自治体） 

 □被災情報の収集 

□DHEAT、保健チームへの管

理栄養士・栄養士派遣調整 

□派遣準備 

□管理栄養士・栄養士派遣

継続への対応 

□派遣者不在の間の業務応

援調整 

□必要物品の確認、補充の

調整 

□派遣者への助言、活動支援 

□派遣終了の調整  

通常業務の再開(Do) 

   □通常業務の再開計画 

（ロードマップ）作成 

  

支援活動のまとめと検証 

(Check) 

    □支援活動のまと

めと検証 

 

 


